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ま
ち
づ
く
り
の
功
労
者
を
表
彰

　

10
月
8
日
、「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」
を
行
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
各
方
面
で
市
の
発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
（
自
治
功
労
1
人
、

社
会
功
労
48
人
と
8
団
体
、
感
謝
状
2
団
体
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
順
不
同
・
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
、功
績
の
あ
っ
た
主
な
活
動
分
野
ま
た
は
業
績
で
す
。

　

自
治
行
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
、
功

績
顕
著
な
人

▽
澤　

光
納
（
消
防
団
員
）

　

市
の
公
益
増
進
に
寄
与
さ
れ
、
功
績

顕
著
な
人
・
団
体

▽
長
澤
悦
郎
（
自
治
会
長
）

▽
加
藤
孝
由
（
自
治
会
長
）

▽
覀村
政
之
（
自
治
会
長
）

▽
上
田
玄
雄
（
人
権
擁
護
委
員
）

▽
伊
勢
村
修
（
農
業
振
興
会
会
長
）

▽
石
田　

勝
（
図
書
館
協
議
会
会
長
・

委
員
）

▽
北
川
幸
穂
（
健
康
推
進
員
）

▽
髙
島
美
代
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
中
村
由
理
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
岡
野
や
よ
い
（
健
康
推
進
員
）

▽
市
川
秀
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
三
浦
正
枝
（
健
康
推
進
員
）

▽
島
田
さ
と
美
（
健
康
推
進
員
）

▽
谷
口
昭
次
（
テ
ニ
ス
協
会
役
員
）

▽
里
内
英
幸
（
野
球
連
盟
役
員
）

▽
堀
池
清
子
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
役
員
）

▽
青
木
貞
雄
（
観
光
物
産
協
会
役
員
）

▽
奥
村
ひ
ろ
み
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
）

▽
南
原
佳
子
（
登
校
時
の
見
守
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）

▽
吉
原
み
ち
子（
更
生
保
護
女
性
会
役
員
）

▽
武
村
静
文
（
保
護
司
）

▽
太
田
賢
司
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
國
松
靖
子
（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
柴
田
美
知
代（
民
生
委
員
児
童
委
員
）

▽
上
田
叔
那（
生
活
環
境
保
全
推
進
員
）

▽
寺
田
一
子（
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
運
営
）

▽
マ
ミ
ー
ズ
バ
ン
ド
奏
（KA

N
A

D
E)

（
楽
器
演
奏
に
よ
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
）

▽
竹
（
楽
器
演
奏
に
よ
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

▽
ぼ
ち
ぼ
ち
（
小
物
な
ど
の
作
成
に
よ

る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
二
湖
の
会
（
二
胡
の
演
奏
に
よ
る
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）

▽
栗
東
ふ
ぁ
ざ
～
ず
倶
楽
部
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

▽
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
市
民
学
芸
員

の
会（
博
物
館
の
事
業
運
営
に
寄
与
）

自
治
功
労

社
会
功
労

▽
西
村
惠
美
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
山
本
千
代
子
（
健
康
推
進
員
）

▽
國
松
哲
朗
（
少
年
補
導
委
員
）

▽
田
代
一
也
（
ひ
だ
ま
り
の
家
運
営
審

議
会
委
員
・
会
長
）

▽
渡
邉
惠
美
子
（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
隊
員
）

▽
服
部
順
子
（
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
隊
員
）

▽
千
代
光
男
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
小
泉
一
夫
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
三
島
光
代
（
交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
員
）

▽
茅
島
康
彦
（
交
通
安
全
協
会
治
田
東

支
部
交
通
指
導
員
）

▽
大
﨑
啓
子
（
統
計
調
査
員
）

▽
廣
瀬
國
子
（
統
計
調
査
員
）

▽
川
上
結
美
（
統
計
調
査
員
）

▽
大
阪
幸
子
（
介
護
相
談
員
）

▽
太
田
和
男（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
）

▽
大
谷
清
明
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
内
記
一
彦
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
髙
田
健
男
（
体
育
協
会
役
員
）

▽
山
口　

伸
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
池
田
昭
則
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
安
達
健
治
郎（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）

▽
島　

孝
志
（
陸
上
競
技
協
会
役
員
）
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市
民
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
栗

東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
は
、
50
～

80
代
の
隊
員
23
人
で
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

昭
和
55
年
に
発
足
以
来
、
市
内
の
幼

稚
園
・
保
育
園
で
の
大
型
紙
芝
居
を
使

っ
た
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
、
栗
東

駅
な
ど
で
の
交
通
安
全
啓
発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

～
隊
長
か
ら
の
ひ
と
こ
と
～

　

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

交
通
事
故
の
件
数
が
減
っ
て
く
る
と
、

啓
発
活
動
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
少
し
で
も
交
通
安
全
の
意

識
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今
後
も

積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
規
隊
員
の
募
集
も
し
て
い
ま
す
の

で
、
交
通
安
全
啓
発
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
は
土
木
交

通
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

栗
東
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

問
土
木
交
通
課 

交
通
対
策
係

　

☎
551-

０
２
９
１　

ＦＡＸ
552-

７
０
０
０

交
通
安
全
啓
発
活
動
中

▶
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
に
あ
わ
せ
て
、ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
前
で
路
上
啓
発
活
動
。

警
察
官
や
中
学
生
た
ち
も
一
緒
に
啓
発
し
ま
し
た
。

「
事
故
に
遭
わ
な
い
、
事
故
を
起
こ

さ
な
い
」
よ
う
に
安
全
確
認
し
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

感
謝
状

問
元
気
創
造
政
策
課 

秘
書
係

  

☎
551-

０
１
０
２ 

ＦＡＸ
553-

１
２
８
０

▽
栗
東
市
商
工
会
女
性
部
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

▽
栗
東
市
商
工
会
青
年
部
（
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
る
地
域
貢
献
）

　　　

特
に
市
政
振
興
に
功
績
顕
著
、
ま
た

は
公
益
の
た
め
、
多
額
の
寄
付
を
い
た

だ
い
た
人
・
団
体

▽
公
益
財
団
法
人 

河
本
文
教
福
祉
振

興
会
（
多
額
の
寄
付
）

▽
大
宝
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ（
多
額
の
寄
付
）

飲酒運転撲滅の啓発活動
　

９
月
22
日
、
草
津
市
の
Ａ
・

Ｓ
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｅ
で
、
交
通
安
全

啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し

た
。「
道
路
に
安
全
で
笑
顔
の

花
を
咲
か
せ
る
」
と
の
願
い

を
込
め
て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

植
花
や
来
場
者
に
花
の
種
と
交

通
安
全
啓
発
チ
ラ
シ
の
手
渡
し

で
、
交
通
事
故
防
止
な
ど
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

本
市
の
交
通
死
亡
事
故
は
、

9
月
末
現
在
で
９
３
6
日
ゼ
ロ

と
な
っ
て
い
ま
す
。「
少
し
な
ら

大
丈
夫
」
そ
の
軽
い
気
持
ち
が

命
取
り
に
な
り
ま
す
。
飲
ん
だ

ら
「
運
転
し
な
い
」「
運
転
さ
せ

な
い
」
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

表彰された皆さんを代表して澤さん（自治功労）
が謝辞を述べられました。
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学
校
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

学
校
図
書
館
に
は
、「
読
書
セ
ン

タ
ー
」「
情
報
セ
ン
タ
ー
」「
学
習
セ
ン

タ
ー
」
と
い
っ
た
３
つ
の
機
能
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
図
書
館
は
、「
読

書
の
場
」
と
し
て
主
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、現
在
は
、児
童
生
徒
が
「
情

報
を
活
用
し
て
主
体
的
に
学
習
す
る

場
」
と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
に
告
示
さ
れ
た
新
学

習
指
導
要
領
で
も
、「
こ
れ
か
ら
の
学

校
図
書
館
に
は
、
読
書
活
動
の
推
進
に

加
え
、『
調
べ
学
習
』
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
教
科
の
授
業
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
言
語
活
動
や
探
究
活
動
の
場
と

な
り
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

の
実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
資
す
る

役
割
が
い
っ
そ
う
期
待
さ
れ
て
い
る
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
役
割
が
い
っ
そ
う
発
揮

さ
れ
る
よ
う
、
落
ち
着
い
て
本
が
読
め

る
環
境
、
知
的
好
奇
心
が
育
つ
、
開
か

れ
た
学
び
の
場
に
整
え
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り

ま
す
。

学
校
図
書
館
の
充
実

問
学
校
教
育
課 

  

☎
551-

０
１
３
０ 

ＦＡＸ 

551-

０
１
４
９

み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
た 

学
校
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
「
学
校
図
書
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
と

は
、
蔵
書
を
日
本
十
進
分
類
法
に
従
っ

て
整
理
、
配
列
し
直
し
、
書
架
用
サ
イ

ン
を
入
れ
て
、
書
架
に
ど
ん
な
テ
ー
マ

の
図
書
が
並
ん
で
い
る
か
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
が
、『
調
べ
学
習
』
を
行
う

学
習
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
、
図
書
館
活

用
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
27
～
29
年
度
に
か

け
て
大
宝
小
学
校
、
治
田
東
小
学
校
、

葉
山
中
学
校
の
３
校
で
図
書
館
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
３
年
間
で
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
市
立
図
書
館
と
連
携
し

て
新
た
に
３
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
に
、
大
宝
西
小
学
校
と
治
田
小
学

校
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
図
書
委
員
会
や
保
護
者
、

市
立
図
書
館
の
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
に
よ
る
書
架
サ
イ
ン
作
り
や
ラ

ベ
ル
の
書
き
換
え
作
業
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
丁
寧
な
下
準
備
が
、
成
功
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

本
番
は
、
す
べ
て
の
図
書
を
書
架
か

ら
下
ろ
す
作
業
、
書
架
の
配
置
換
え
、

分
類
ご
と
に
入
れ
直
す
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
教
職
員
が
力
を
合
わ

せ
、
み
ん
な
で
図
書
館
を
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
ら
せ
ま
し
た
。
新
し
い
図
書
館

を
早
く
子
ど
も
た
ち
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

そ
ん
な
期
待
で
胸
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

本
年
度
最
後
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、

栗
東
西
中
学
校
で
行
い
ま
す
。
冬
の
作

業
に
向
け
て
、
図
書
委
員
会
や
図
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
図
書
館
は
、
休

み
時
間
に
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
、
座

る
席
が
な
い
ほ
ど
で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
列
が
で
き
、
楽
し
そ
う
に
本
を
選

ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ

た
図
書
館
が
子
ど
も
た
ち
に
自
然
に
受

け
入
れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

図
書
に
出
会
え
る
よ
う
、今
後
も
順
次
、

学
校
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

～
も
っ
と
身
近
で
、
使
い
や
す
く
～

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

学
校
図
書
館

生まれ変わった図書館に多くの子どもたち
が集まっています（治田小）

リニューアルオープンに向けて、
先生のオリエンテーションを行い
ました（大宝西小）

みんな一丸となって
作業中（治田小）



9 広報りっとう　2018.11. １　No.958

教育委員会委員に内記一彦さん
　

本
市
の
教
育
委
員
に
内
記
一

彦
さ
ん(

御
園)

が
10
月
1
日

付
け
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
記
委
員
は
、
本
市
の
教
育

部
長
な
ど
を
歴
任
し
、
平
成
27

年
4
月
１
日
よ
り
教
育
委
員
に

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

再
任
に
あ
た
り
「
将
来
に
夢

を
持
ち
、
自
尊
感
情
を
高
め
、

生
き
る
力
を
し
っ
か
り
と
持
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
あ
ふ
れ
る
栗

東
市
と
な
る
よ
う
に
微
力
な
が

ら
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
の
人
権

を
著
し
く
侵
害
し
、
心
身
の
健

全
な
成
長
や
人
格
形
成
に
悪
影

響
を
与
え
、
将
来
世
代
の
育
成

に
懸
念
を
及
ぼ
す
行
為
で
す
。

　

児
童
虐
待
に
は
身
体
に
外
傷

を
負
わ
す
（
負
わ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
行
為
を
含
む
）「
身
体
的

虐
待
」、
児
童
に
対
し
て
み
だ

ら
な
行
為
を
す
る
・
さ
せ
る

「
性
的
虐
待
」、
十
分
な
養
育
を

し
な
い
（
食
事
を
与
え
な
い
、

病
院
や
健
診
に
連
れ
て
行
か
な

い
、
通
学
さ
せ
な
い
）「
ネ
グ

レ
ク
ト
」、
子
ど
も
に
暴
言
を

浴
び
せ
る
、
配
偶
者
間
の
喧
嘩

や
暴
力
を
見
せ
る
「
心
理
的
虐

待
」
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
様
子
を
見
て「
お
か
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
た
め
ら
わ
ず
、
最
寄
り
の
子

ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー
や
家
庭
児
童
相

談
室
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。オレンジリボンには子ども虐待

を防止するというメッセージが
込められています。

◦栗東市家庭児童相談室　
　☎551-0300（平日10:15 ～ 17:15）

◦滋賀県中央子ども家庭相談センター　
　☎562-1121（平日８:30 ～ 17:15）

◦子どもを守る虐待ホットライン
　☎562-8996（24時間受付）

◦児童虐待全国共通ダイヤル
　☎189（☎0570-064-000）
　（近くの子ども家庭相談センターに電話が
　つながります。）

◦草津警察署　
　☎563-0110

児童虐待の連絡・子どもに関わる相談

問
家
庭
児
童
相
談
室 

  

☎
551-

０
３
０
０ 

ＦＡＸ
552-

９
３
２
０

１１月は児童虐待防止推進月間

　

問
教
育
総
務
課 

庶
務
係

  　

☎
551-

０
１
２
９　

　

  

ＦＡＸ
551-

０
１
４
９

毎年、「児童虐待キャラバン隊」
が市役所を訪問しています

大栄環境ホールディングス㈱と災害廃棄物処理の協定締結
　

10
月
12
日
、
本
市
は
大
栄
環

境
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
と

「
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
に
関

す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
に
よ
り
、
災
害
時
に
出

る
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
適
正
・

円
滑
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

　

災
害
時
、
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
で
処
理
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
な
ど
に
市
の
要
請
に

応
じ
て
必
要
な
人
員
、
車
両
、

重
機
、
資
材
な
ど
を
大
栄
環
境

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
が
調

達
。
災
害
廃
棄
物
の
撤
去
、
収

集
運
搬
や
処
分
な
ど
に
協
力
・

支
援
い
た
だ
き
ま
す
。

　

問
環
境
政
策
課 

生
活
環
境
係

  　

☎
551-

０
３
４
１　

　

  

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

金子文雄 代表取締役社長（左）と野村市長
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～
市
民
の
皆
さ
ま
へ
～

市
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

10
月
8
日
に
「
市
政
功
労
者
表
彰
式
」

を
行
い
ま
し
た
。
式
で
は
各
方
面
で
市
の

発
展
・
振
興
に
貢
献
し
た
人
・
団
体
に
表

彰
状
を
贈
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
功
績

に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
。
連
日
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
と

り
あ
げ
ら
れ
る
虐
待
の
報
道
に
、
胸
を

痛
め
て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
の
積
み
重
ね
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
起
こ
る
虐
待

は
、
親
子
を
傷
つ
け
苦
し
め
、
子
ど
も

の
将
来
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
虐
待
防
止
を
呼
び
か

け
る
た
め
の
行
動
と
し
て
、
11
月
1
日

に
市
内
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。
10

月
末
に
は
、「
子
ど
も
の
笑
顔
が
い
ち

ば
ん
！
」
を
合
言
葉
に
た
す
き
を
つ
な

ぐ
「
び
わ
湖
一
周
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
た

す
き
リ
レ
ー
」、
庁
舎
前
で
児
童
虐
待

防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
活
動
を
き
っ
か
け
に
、
虐
待
防
止
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し

い
で
す
。

　

あ
な
た
自
身
や
周
り
の
親
子
の
悩
み

な
ど
、
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
家

庭
児
童
相
談
室
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
時
期
は
、
各
地
で
ふ
れ
あ
い
ま

つ
り
や
文
化
祭
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
催

し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
地
域
の
輪
を
広
げ
な

が
ら
、
充
実
し
た
秋
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

笑
顔
が
い
ち
ば
ん
！
　
つ
な
が
る
栗
東
市
へ

　

滋
賀
県
が
実
施
し
て
い
る
、
旧
Ｒ
Ｄ

最
終
処
分
場
問
題
解
決
の
た
め
の
二
次

対
策
工
事
は
、
平
成
32
年
度
末
完
了
を

目
指
し
て
現
在
施
工
中
で
す
。

　

二
次
対
策
工
事
は
、
廃
棄
物
な
ど
の

掘
削
除
去
を
行
う
と
と
も
に
、
底
面
粘

土
層
の
修
復
と
側
面
地
下
水
帯
水
層
の

遮
水
を
行
い
、
併
せ
て
浸
透
水
を
揚
水

処
理
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環

境
保
全
上
の
支
障
、
そ
の
恐
れ
を
除
去

す
る
も
の
で
す
。

■
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

　

処
分
場
の
浸
透
水
、
周
辺
地
下
水
の

水
質
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
平
成

30
年
6
月
の
調
査
で
は
、
ひ
素
、
ほ
う

素
で
環
境
基
準
を
超
過
す
る
地
点
が
あ

り
ま
し
た
。
旧
Ｒ
Ｄ
最
終
処
分
場
問
題

連
絡
協
議
会
で
は
、
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
二
次
対
策
工
事
後
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
調
査
計
画
案
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て

い
ま
す
。

■
平
成
30
年
度
の
工
事
施
工
箇
所

◦
Ａ
工
区
…
選
別
土
が
仮
置
き
さ
れ
て

い
ま
す

◦
Ｂ
工
区
…
鉛
直
遮
水
工
、
洪
水
調
整

設
備
工
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す

◦
Ｃ
工
区
…
鉛
直
遮
水
工
、
選
別
土
で

の
埋
め
戻
し
が
実
施
さ
れ
ま
す

問
市
役
所 

産
業
廃
棄
物
対
策
室

  

☎
551-

０
４
６
９ 

ＦＡＸ
554-

１
１
２
３

　

滋
賀
県 

最
終
処
分
場
特
別
対
策
室

  

☎
528-

３
６
７
０ 

ＦＡＸ
528-

４
８
４
９

Ｂ工区
CD 区画 選別処理施設

水処理施設埋戻し可能物

◦
Ｄ･

Ｅ
工
区
…
工
事
用
進
入
路
設

置
、
底
面
・
側
面
遮
水
工
が
実
施
さ

れ
ま
す

◦
有
害
物
掘
削
除
去
…
Ｃ
・
Ｄ
区
画
、Ｆ
・

Ｇ
区
画
の
掘
削
が
実
施
さ
れ
ま
す

　　

な
お
、
工
事
状
況
に
つ
い
て
、
工
事

の
進
捗
に
合
せ
て
、
現
場
見
学
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
地
下
水
な
ど
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は

引
き
続
き
ご
留
意
く
だ
さ
い
。工事や周辺地下水などの状況、現地見学会の詳

細は、県ホームページ（http://www.pref.shiga.
lg.jp/d/saisyu/index.html）をご覧ください。

C 工区

A 工区

D 工区

E 工区KL 区画

EFGI 区画

二
次
対
策
工
事
の
進
捗
状
況

旧
Ｒ
Ｄ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
最
終
処
分
場

平成 30 年度の工事施工箇所

（滋賀県資料引用）

昨年度の「びわ湖一周オレンジ
リボンたすきリレー」　
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～栗東市子育てのための12か条＜子どもへのとの接し方４か条＞～

子育て情報
～子どもの着脱「自分でできたよ」～
　着脱は○歳になったら○○ができるというもの
ではありませんので、子どもの様子や状態をみな
がらすすめましょう。
■ハイハイのころ…動きが出てくるので、衣服は
上下に分かれており、ボタンの少ない物にすると
着脱させやすいです。
■つかまり立ちのころ…ズボン（オムツ）をつか
まり立ちで脱ぎ着させると、自分で片足を上げる
ようになります。脱がせる時も立たせて、ズボン
を足首まで下ろすと、ズボンから足を抜こうとし
たり、服の袖を持つと腕を抜こうとしたりします。
■自分で立てるころ…
＜上着＞かぶるタイプの上着が着やすいです。首
をとおして、服のすそを下ろすと腕を出そうとし
ます。大人が袖を持って ｢ こっちだよ ｣ と誘導す
ると通しやすくなります。
＜ズボン＞腰周りはゴムで半ズボンだと自分でや
りやすいです。大人にもたれておすわりをさせる
と、自分で履く動作がわかりやすいです。座らせ
てズボンに足を通した後、立たせてからズボンを
上げるようにします。伸縮しやすい物や、ゆとり
のある衣服がいいですね。
■慣れてくると…ズボンを上げるように言葉をか
けると、前の方だけ上げようとします。上がりに
くい後ろ側をサポートしながら「自分でできた」
という気持ちを大切にしましょう。毎日している
うちに「自分で」とがんばりたい気持ちが芽生え
てきます。初めはうまくいかず、かんしゃくを起
こしたり、泣いたりすることもあるかもしれませ
んが、一緒にしたり、少しサポートしたりするこ
とで、「自分でできた！」という
気持ちが持てます。さらに、「上
手にできたね」とほめることで
次の「やってみよう」の意欲に
つながっていきます。

「架空請求」心当たりのないハガキは無視

問自治振興課 消費生活相談窓口（相談無料）
　☎ 551-0115（局番なし 188）　ＦＡＸ 551-0432
　滋賀県消費生活センター （相談無料）
　☎ 0749-23-0999

　　　草津警察署安全伝言板

問草津警察署警務課　
　☎ 563-0110　ＦＡＸ 563-0116

　11月25日から12月１日は犯罪被害者週間
です。地域全体で「被害者を支え、被害者も
加害者も出さない街づくり」を実現していき
ましょう。滋賀県警察や民間被害者支援団体
では、相談窓口がありますので、ご利用くだ
さい。各警察署にも相談窓口があります。
【被害者支援に関する相談窓口】
・犯罪被害者サポートテレホン
　☎521-8341（平日 10時～16時）
・（公社）おうみ犯罪被害者支援センター
　☎525-8103（平日 10時～16時）
・警察総合相談電話（県民の声110番）
　☎525-0110（平日 ８時30分～17時15分）
・性犯罪被害者相談電話（性犯罪110番）　
　☎522-1551　
　フリーダイヤル 0120-167110（24時間）

問地域子育て包括支援センター
・大宝東児童館内　☎ 551-2370ＦＡＸ 551-2330
・治田西カナリヤ第三保育園内
　　　　　　　　　☎ 553-3907ＦＡＸ 553-3908
・金勝児童館内　  ☎ 558-3527ＦＡＸ 558-3527
・治田東児童館内　☎ 554-6115ＦＡＸ 554-6116

  被害者支援に対する理解を

　市内では、「架空請求ハガキ」が送付され
てきたという相談が急増しています。手口を
知り被害に遭わないようにしましょう。
＜事例＞「消費料金に関する訴訟最終告知の
お知らせ」と書かれたハガキが届いた。電話
をすると弁護士を名乗る者を紹介され、指示
に従いコンビニでギフト券を購入し、番号を
伝えて取り下げ料 10 万円を支払った。　
＜助言＞公的機関のような名称をかたり、法
的措置を取ると不安をあおります。架空請求
を行う悪質業者は消費者の情報を把握してい
るわけではなく、何らかの名簿をもとに送付
しています。ハガキに書かれている電話番号
へは絶対に電話をしてはいけません。無視を
してください。
　不安に思えば、すぐに警察や消費生活相談
窓口へ相談してください。
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